
一般社団法人 明専会 会員各位 ＆ 会員外希望者各位        令和８年２月吉日 

 一般社団法人 明専会 東京支部長 竹林 貴史 

東京支部幹事長 山口 政仁 

 皆様、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 

 今年も春季講演会・会員懇親会を開催いたします。多くの方々のご参加を希望します。 

 

 
東京支部 

令和８年度春季講演会・懇親会のご案内 

１．日時： 令和 8 年 4 月 18 日（土） 
 

 

 講演会 13:00～15:00 参加費無料 

鳳龍クラブでのご講演にて Zoomを併用して開催 

明専会会員以外も参加可、事前申込み要：先着順 

申し込みは E メールでお願いします。 

演題 幕末の山川兄弟！－会津藩から九州、そして世界へ― 

山川健次郎先生についてのお話です。 

講師 遠藤由紀子先生 

専攻：近世・幕末維新史、近代史、歴史地理学 

博士（学術） 昭和女子大学女性文化研究所研究員 

昭和女子大学人間文化学部歴史文化学科非常勤講師 

紹介 講演内容紹介 幕末の会津藩家老・山川家には７人の兄弟姉妹がいた。戊辰戦争により「敗者」

の立場から近代国家を歩み始めた会津藩。長女二葉は東京女子師範学校舎監、長男浩は欧州遊学を

経験し陸軍少将、次女ミワは屯田兵の家族として渡道、三女操はロシア留学を経て昭憲皇太后女官、

四女常盤は検事の夫と全国を巡り、次男健次郎はアメリカ留学を経て、「技術に堪能なる士君子」

を目指し、岩倉使節団女子留学生で鹿鳴館の貴婦人となった五女捨松は、津田梅子と女子教育に尽

くした。山川家の兄弟姉妹たちの奮闘と、山川健次郎と安川敬一郎・松本健次郎、私立明治専門学

校（九州工業大学の前身）との関係、佐世保・長崎・行橋等、山川家と北九州との繋がりを紹介す

る。 

懇親会 15:00～17:00 参加費 5,000 円(ただし 35歳以下の卒業生は 3千円) 

 当日会場にてお申し受け致します 

２、場所： 明専会 東京センター（九州工大 鳳龍クラブ） 

 

   〒105-0004  東京都港区新橋 2－20－15 

  新橋駅前ビル 1 号館 5 階 

   Tel :  03-3572-2009   Fax :  03 -3572-2008  

   E－メール ： horyuclub@meisenkai.or.jp 

３、参加申込み： 4 月 4 日（土） までに 

返信はがきか電話、FAX、E-メールにてお願いします。 

 ＊ 鳳龍クラブでの参加か、Zoomでの参加かご連絡願います。 

また、Zoomで参加される方は、メールアドレスをご連絡願います。 

＊ 明専会会員の方で各部会から案内状を郵送で頂いている方は、返信はがきで返信下さい。なお、

欠席の場合でも、必ず返信はがきを投函願います。（住所や電話、メールアドレスなどの変更など

のご連絡も！） 

＊ 郵送でのご案内状を頂いてない会員の方、さらには、会員外の方で参加希望される場合は、氏

名、住所、所属、電話、E・メールなど連絡先と「講演会」、「懇親会」のいずれについても参加・不

参加を明記の上、鳳龍クラブにお申込み下さい。 
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